「クールビズのすすめ」
○つい先日新年度が始まったと思っていたら、早いもので６月を迎えようとしています。制服であれば衣替えの次期ですが、政府の提唱するクールビズ（夏季の軽装励行期間）の始まりが６月１日なのはこの習慣に倣ったものなのでしょう。科学院では、今年もこれを２週間前倒しして既に５月１９日から、職員及び研修生に対して軽装を呼び掛けております。
○首都圏でも三度の積雪を記録するなど例年になく寒かった今冬、「政府機関は（冬季の）室温１９度に設定すべし」という方針を受け、否応なしに庁舎内の温度管理が徹底されました。寒暖計の目盛りは１９度を指しているといっても、講義室や執務室には底冷えする寒さが足下からヒタヒタと迫り、研修生や職員が様々な防寒対策を強いられたのは、つい先日のことのように思い起こされます。
　今度は、暑さとの戦いが始まります。例年同様、庁舎内の冷房運転が厳しく制限されることになります。
○科学院に課せられたＣＯ2削減のノルマは非常に厳しく、これまでの努力をさらに上回る電気・ガスの使用量を削減しても達成は無理と言えるほどのレベルです。また、各政府機関の取り組み状況は、年間を通した電気・ガスの使用量によって管理され、達成できなかった場合のペナルティまで噂されています（！）。
　これからの夏季における講義室等の冷房の設定温度は２８度です。また、冷房の稼働は原則７月、８月に限られます。科学院では、講義室等の換気に努めたりできるだけ効率的な冷房運転を心がけておりますが、受講者数やその日の日射・湿度等によっては、猛烈に暑く感じられることも多々あろうかと思われます。
　研修に参加される皆さんには、ぜひ軽装で臨まれるなど暑さ対策を周到にされますようお勧めいたします。
○ところで、着物には、７月１日から８月３１日までは盛夏向けとして薄物（うすもの）があることをご存じでしょうか。風通しのよい薄い素材の織物で作ったものを身につけるのです。薄物の洋服では女性の場合、冷房が効いた部屋では身体を冷やしすぎない対策も必要でしょうが、科学院での受講には、盛夏向け軽装の方がより望ましいかもしれません。ただし、あまりにも露出度が高いものは、逆に冷え対策が必要になりますし、節度を欠くことになります。節度もファッションセンスのうちですので、ここはしっかりセンスを磨いてクールビズを大いに楽しんでください。
2008.5.26　国立保健医療科学院　同窓会事務局
- 1 -


